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令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

現況平面図

全  13　葉 の内 3 号(    /    ）



ウレタン舗装撤去-1

A=142.8ｍ2

ウレタン舗装撤去-1

A=116.4ｍ2

　下地アスファルト舗装撤去-1

A=137.7ｍ2

下地アスファルト舗装撤去-1

A=112.0ｍ2

舗装版切断-1

L=44.0ｍ

　舗装版切断-1

L=50.8ｍ

走高跳マーキング削除

　ウレタン舗装撤去-2

A=3.3ｍ2

　下地アスファルト舗装撤去-2

A=2.1ｍ2
舗装版切断-2

L=11.0ｍ

　ウレタン舗装撤去-2

A=3.3ｍ2

　下地アスファルト舗装撤去-2

A=2.1ｍ2
舗装版切断-2

L=11.0ｍ
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撤去平面図 S=1:300
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走高跳マーキング削除⑦

走高跳マーキング削除
⑦

1
4
,
0
0
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水濠バー撤去

標識タイル撤去

砲丸落下域ライン撤去

⑧

⑨

⑩

芝カット　L=106.0ｍ

芝
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.
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,
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2
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1
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1
,
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1
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4
,
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②

④

⑥

　ウレタン舗装撤去-2

A=3.3ｍ2

　下地アスファルト舗装撤去-2

A=2.1ｍ2

舗装版切断-2

L=11.0ｍ

名　　称

数量表
寸法・規格 数  量 単位 備　考記　号

ｍ2

ｍ2

259.2ウレタン舗装撤去-1 t=15ｍｍ撤去

4.2 ｍ2

94.8 ｍ

3 箇所

番号

①

②

④

⑤

走高跳マーキング削除

22.0 ｍ

ｍ2249.7下地アスファルト舗装撤去-1③

Aゾーン、Bゾーン

バック側助走路ウレタン舗装撤去-2

下地アスファルト t=75ｍｍ撤去

t=18ｍｍ撤去

下地アスファルト舗装撤去-2 下地アスファルト t=70ｍｍ撤去

舗装版切断-1 t=75ｍｍ撤去

舗装版切断-2 t=70ｍｍ撤去⑥

⑦

Aゾーン、Bゾーン

6.6

バック側助走路

Aゾーン、Bゾーン

バック側助走路

A部

〈A部〉

令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

撤去平面図

全  13　葉 の内  4 号(    /    ）

1 箇所水濠バー撤去⑧

11 枚標識タイル撤去⑨

36.0 ｍ砲丸落下域ライン撤去⑩

SUS製

43 本内圏縁石撤去 1,990ｍ

350 ｍ芝カット
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ウレタン切削・オーバーレイ

A＝151.9ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝91.5ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝2,886.7ｍ2

やり投げ改修

A＝6.9ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝1,169.1ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝335.1ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝892.1ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝335.1ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝335.7ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝12.7ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝2.4ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝9.8ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝1,698.2ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝49.4ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝5.6ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝147.3ｍ2 ウレタン切削・オーバーレイ

A＝3.8ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝3.8ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝82.5ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝28.0ｍ2

ウレタン舗装-1

A＝142.8ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝20.0ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝4.0ｍ2

ウレタン舗装-1

A＝116.4ｍ2

ウレタン舗装-2

A＝3.3ｍ2

ウレタン舗装-2

A＝3.3ｍ2

砲丸落下域整備

A＝160.6ｍ2

ウレタン洗浄・トップコート

A＝113.2ｍ2

ウレタン切削・オーバーレイ

A＝6.1ｍ2
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4
,
0
1
5

9
,
9
8
5

下地アスファルト舗装

A＝137.7ｍ28,700

⑤

⑤
下地アスファルト舗装

A＝112.0ｍ2

1
0
0

1
0
0

1
4
,
2
0
0

100 100

8,200

コンクリート

A＝0.4ｍ2

コンクリート

A＝0.4ｍ2

⑥

⑥

1,500

6,938 1,162

2,700

1.490

1.485

1.494

1.502

1.500

1.504

1.522

1.520

1.520

[1.487] [1.496]

[1.491] [1.490]

[1.482] [1.481]
+38 +19

+29 +14

+35 +16

500

 1.502 ：現況高（読み値）
[1.492]：計画高（読み値）

+10：現況と計画の差

〈凡例〉

名　　称

数量表
寸法・規格 数  量 単位 備　考

2,478.7

記　号

ウレタン切削・オーバーレイ ｍ2

ｍ2259.2

2ｍｍ切削3ｍｍオーバーレイ
レオタンαエンボスSF（ローラーエンボス仕上げ）

ウレタン舗装-1
t=18ｍｍ
レオタンαエンボスSF（ローラーエンボス仕上げ）

5,918.7 ｍ2

6.9

ウレタン洗浄・トップコート

ｍ2やり投げ改修
1ｍｍ切削平均25ｍｍオーバーレイ
レオタンαエンボスSF（ローラーエンボス仕上げ）

番号

①

②

④

⑦

⑧

Aゾーン側

〈やり投げ助走路改修部〉

剥離箇所は下から補修
（スタート部）

4.3 ｍ2やり投げ改修ウレタン擦付け
平均34ｍｍ
レオタンαエンボスSFローラーエンボス仕上げ）

ｍ26.6ウレタン舗装-2
t=18ｍｍ
レオタンαエンボスSF（ローラーエンボス仕上げ）③

Aゾーン、Bゾーン

バック側助走路

MOS洗浄
クーリッシュコート塗布

砲丸落下域整備
アンツーカ舗装　不陸整正、補充
ラインテープ新設 160.6 ｍ2

⑤ 下地アスファルト舗装
t=70ｍｍ
開粒度アスファルト ｍ2249.7 Aゾーン、Bゾーン

ｍ20.8コンクリート
t=100ｍｍ
18-8-25 バック側助走路⑥

令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

舗装平面図

全  13　葉 の内  5 号(    /    ）



HH

HH HH

メインスタンド

バックスタンド

S

N

HH

HH HH

砂場砂補充

①

⑦

⑨

⑨

③

⑤レーンライン

⑥ マーキング

⑧

⑧

⑧

②

②

⑪

⑪

⑪

⑪

⑫

⑫

⑩

砂場砂補充

⑩

砂場砂補充

⑩

砂場砂補充

⑩

⑪

砲丸投サークル清掃・塗装

砲丸投サークル清掃・塗装

兼用サークル清掃・塗装

砲丸投サークル清掃・塗装

砲丸投サークル清掃・塗装

砲丸投サークル清掃・塗装

兼用サークル清掃・塗装

踏切板

N＝2.0箇所

踏切板

N＝2.0箇所

水濠バー取替

標識タイル

内圏縁石整備

L=398.0ｍ

内圏縁石清掃・調整

L=13.9ｍ

内圏縁石清掃・調整

L=13.9ｍ

走高跳マーキング

走高跳マーキング

走高跳マーキング

18
,0
00

300ｍＨ標識・マーキング
④

1,500

1,50
0

4
,
4
5
5

4
,
0
2
0

2,750

4
,
4
5
5

4
,
0
2
0

7
,
5
2
5

4
,
0
2
0

1
,
0
0
0

4
,
0
2
0

3,400

4
4
0

4
,
0
2
0

名　　称

数量表
寸法・規格 数  量 単位 備　考記　号

398.0 ｍ

番号

①

②

④

⑤

⑥

⑦

内圏縁石整備

27.8 ｍ内圏縁石清掃・調整

名　　称 寸法・規格 数  量 単位 備　考

16.0

記　号

標識タイル 枚

レーンライン

マーキング

5.0 箇所

走高跳マーキング

番号

⑨

⑫ 2.0 箇所

砲丸投サークル清掃・塗装

兼用サークル清掃・塗装

水濠バー取替

砂場砂補充

踏切板

踏切板　32箇所、棒高ボックス　8箇所
諸施設点検整備 1.0 式点検・整備・清掃（排水含む）

礎石・中心石4箇所、角石・標石16箇所

日本陸上競技連盟検定品

日本陸上競技連盟検定品

SUS製　1マイル、2マイル、欠損箇所

アクリルウレタン系樹脂塗料
施工時の最新ルールに依る

アクリルウレタン系樹脂塗料

トップコート塗布
アクリルウレタン系樹脂塗料

清掃（排水含む）・サークル枠塗装
アクリルウレタン系樹脂塗料
清掃（排水含む）・サークル枠塗装
アクリルウレタン系樹脂塗料

洗砂(細目)　

※礎石・中心石、角石・標石については、事前に距離・角度の確認を行い、
　ズレがある場合には監督職員と協議の上、修正すること。

やり投げ助走路部 3枚
800R 8枚、欠損箇所 800ｍ 5-S

⑪
昇降式　清掃、調整、塗装
新設 1,990ｍ×43本、昇降金具交換　17箇所

脱着式

皿ビス欠損部設置(SUS製ビス)
マーキングは全箇所とする

⑧

③

式1.0300ｍＨ標識・マーキング ビス欠損 5箇所

⑩

1.0 式

1.0 式

3.0 箇所

1.0 箇所

4.0 箇所

4.0 箇所 バック側助走路

9.0ｍ×5.55ｍ：4箇所

フィニッシュラインは研磨して、
エンボス仕上げとする。

令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

施設平面図

全  13　葉 の内  6 号(    /    ）



HH

HH HH

メインスタンド

バックスタンド

S

N

HH

HH HH

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝3.2ｍ2

3,200×1,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.8ｍ2

600×1,400

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.9ｍ2

700×1,300

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.7ｍ2

700×1,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.4ｍ2

700×2,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝4.4ｍ2

2,200×2,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝5.6ｍ2

4,000×1,400

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.8ｍ2

2,300×800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝3.3ｍ2

1,650×2,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.8ｍ2

1,200×700

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.1ｍ2

2,100×500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝4.9ｍ2

4,100×1,200

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.4ｍ2

1,500×900
ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.3ｍ2

500×500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.4ｍ2

800×500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.5ｍ2

2,100×700

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.8ｍ2

2,500×700

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.3ｍ2

700×1,900

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.3ｍ2

500×500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.2ｍ2

500×400

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.5ｍ2

900×500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝3.0ｍ2

3,300×900

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝7.2ｍ2

4,000×1,800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.6ｍ2

1,300×1,200 ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝5.0ｍ2

2,500×2,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.8ｍ2

1,000×800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝6.2ｍ2

2,800×2,200

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝6.2ｍ2

4,100×1,500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.1ｍ2

1,200×900

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.3ｍ2

1,000×300

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝3.8ｍ2

2,700×1,400

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝9.5ｍ2

5,250×1,800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝10.7ｍ2

15,250×700

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.9ｍ2

3,500×550

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.3ｍ2

700×1,800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝6.2ｍ2

6,200×1,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.5ｍ2

800×600

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝7.2ｍ2

9,000×800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.2ｍ2

500×400

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝53.0ｍ2

9,500×5,580

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝19.4ｍ2

4,500×4,300

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝32.4ｍ2

4,000×8,100

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝56.4ｍ2

9,400×6,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝71.2ｍ2

8,900×8,000

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝8.7ｍ2

1,700×5,100

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.8ｍ2

3,000×600

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.2ｍ2

300×800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝2.4ｍ2

2,700×900

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.3ｍ2

700×400

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝1.0ｍ2

1,700×600

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝4.8ｍ2

3,200×1,500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.8ｍ2

1,000×800

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.2ｍ2

400×400

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝0.3ｍ2

500×500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝11.4ｍ2

7,600×1,500

ウレタン研磨・オーバーレイ

A＝23.1ｍ2

12,850×1,800

名　　称

数量表
寸法・規格 数  量 単位 備　考記　号

ウレタン研磨・オーバーレイ 396.7 ｍ2 アウトフィールド
研磨・1ｍｍオーバーレイ
レオタンαエンボスSF

令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

アウトフィールド舗装平面図

全  13　葉 の内 7 号(    /    ）



改修後改修前

  ウレタン切削・オーバーレイ工　断面図    　　　     

1

32 2

S=2:1

既設ウレタン舗装（ローラーエンボス仕上げ）

切削（乾式切削機使用）

ウレタン舗装（レオタンαエンボスSF）

ローラーエンボス仕上げ(赤)　t=1mm

上塗り層（赤）　t=2mmトップコート

切削面

既設弾性層

切削面

※ウレタン舗装における施工管理は、一般社団法人　日本運動施設建設業協会が認定する
　運動施設施工技士によるものとする。

　舗　装　材：レオタンαエンボスSF

　　　　　　　エンボス層：主剤TF-510・硬化剤NM-50ER

　　　　　　　上塗り層：主剤TF-614・硬化剤NM-50UR（赤）

　表面仕上げ：ローラーエンボス仕上げ

※使用するウレタン舗装材は、既設ウレタン舗装と同等の２液性ウレタン材とする。

撤
去

遮熱トップコート
（クーリッシュコート）

　　　　　　　トップコート：遮熱トップコート（クーリッシュコート）

※陸上競技場公認に関する細則第８条第２項（６）に基づくとともに、走行感の均一性と利用者の
　安全性を確保するため、舗装材は既設と同等とし、表面仕上げおよび硬度は既存の舗装材と同一とする。

ウレタン舗装断面図

1
8

※ウレタン舗装における施工管理は、一般社団法人　日本運動施設建設業協会が認定する
　運動施設施工技士によるものとする。

※陸上競技場公認に関する細則第８条第２項（６）に基づくとともに、走行感の均一性と利用者の

　舗　装　材：レオタンαエンボス

　　　　　　　エンボス層：主剤TF-510・硬化剤NM-50ER

　　　　　　　上塗り層：主剤TF-614・硬化剤NM-50UR（赤）

　表面仕上げ：ローラーエンボス仕上げ

※使用するウレタン舗装材は、既設ウレタン舗装と同等の２液性ウレタン材とする。

安全性を確保するため、舗装材は既設と同等とし、表面仕上げおよび硬度は既存の舗装材と同一とする。

施
工

範
囲

　　　　　　　弾性層：主剤TF-614・硬化剤NM-50DR

S=1:10

ウレタン舗装

レオタンαエンボスSF

（ローラーエンボス仕上げ）

　　　　　　　トップコート：遮熱トップコート（クーリッシュコート）

1
8

　詳細図 　   

1
5
.
5

1
1
.
5

開粒度アスファルト

S=1:1

エンボス層　t=1mm
ローラーエンボス仕上げ (赤)　

上塗り層（赤）　t=5.5mm

弾性層　t=11.5mm

トップコート

遮熱トップコート
（クーリッシュコート）

ウレタン洗浄・トップコート断面図

ウレタン高圧洗浄
（MOS工法）

トップコート
（クーリッシュコート）

S=1:10

研磨面

既設弾性層

改修後改修前

既設ウレタン舗装

表面研磨

トップコート

ウレタン研磨・オーバーレイ断面図

ウレタン舗装（レオタンαエンボスSF）

ローラーエンボス仕上げ(緑)　t=1mm
　

遮熱トップコート
（クーリッシュコート）

1

S=2:1

※ウレタン舗装における施工管理は、一般社団法人　日本運動施設建設業協会が認定する
　運動施設施工技士によるものとする。

　舗　装　材：レオタンαエンボスSF

　　　　　　　エンボス層：主剤TF-510・硬化剤NM-50EG

　表面仕上げ：ローラーエンボス仕上げ

※使用するウレタン舗装材は、既設ウレタン舗装と同等の２液性ウレタン材とする。

　　　　　　　トップコート：遮熱トップコート（クーリッシュコート）

※陸上競技場公認に関する細則第８条第２項（６）に基づくとともに、走行感の均一性と利用者の
　安全性を確保するため、舗装材は既設と同等とし、表面仕上げおよび硬度は既存の舗装材と同一とする。

既設路盤 不陸整正・転圧

開粒度アスコン（13）
開粒度アスコン（13）

下地アスファルト舗装断面図

3
0

4
07
0

ウレタン舗装

S=1:10

既設路盤 不陸整正・転圧

コンクリート　18-8-25

コンクリート断面図

1
0
0

ウレタン舗装

S=1:10

改修後改修前

1

平
均

　
t=

2
5
ｍ

ｍ

1

平
均

　
t=

2
4
ｍ

ｍ

既設ウレタン舗装（レオタンαエンボス）

ローラーエンボス仕上げ

切削（乾式切削機使用）

ウレタン舗装（レオタンαエンボスSF）

ローラーエンボス仕上げ（赤） t=1ｍｍ

上塗り層（赤）　平均 t=24ｍｍトップコート

切削面

既設弾性層

切削面

撤
去

遮熱トップコート
（クーリッシュコート）

  やり投げ改修断面図    　　　     S=2:1

〈やり投げ助走路〉

ウレタン切削・オーバーレイ ウレタン洗浄・トップコート

ウレタン舗装（A・Bゾーン、助走路） 下地アスファルト舗装（A・Bゾーン）

ウレタン研磨・オーバーレイ（アウトフィールド）

やり投げ改修

コンクリート（助走路）

令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

詳細図-1

全  13　葉 の内  8 号(    /    ）



▽FH W.L▽

7
8
7

9
1
4

▽FH

1
2
7

3,660

（
男
子
）

127

1
2
7

水濠用バー交換詳細図

側面図

正面図

S=1:30

障害物競走固定障害バー新設
（日本陸連検定品用）
材質：桧材

障害物競走固定障害バー新設

（日本陸連検定品用）

材質：桧材

5
0

750

34.92°

∅2,
500

▽FH2
0

断面図

平面図

兼用サークル清掃・塗装詳細図

φ2,500

S=1:20

既設排水管既設排水管

ファール表示マーク

円盤投サークル塗装（白）

円盤投サークル塗装（白）

投てき角度表示マーク

サークル表面

高圧洗浄

▽FH

750

5
0

φ2,135

φ2,135

2
0

砲丸投サークル清掃・塗装詳細図

断面図

平面図

34.92°

S=1:20

ファール表示マーク

砲丸投サークル塗装（白）

砲丸投サークル塗装（白）

既設排水管既設排水管

投てき角度表示マーク

サークル表面

高圧洗浄

既設クレイ舗装
耕運、不陸整正・転圧

アンツーカ舗装補充 2t

砲丸落下域舗装断面図 S=1:10

※クレイ舗装における施工管理は、一般社団法人　日本運動施設建設業協会
　が認定する運動施設施工技士によるものとする。

表面処理：グランドガード　(1.0kg/ｍ2）

50

1
.3

ライン詳細図 S=1:2

＜断面図＞

＜平面図＞

6
0

厚さ1.3ｍｍ

平頭白釘 3 L=65

グラスファイバーヤーン１５本

モルタル（1：2）

320

50
10

取付断面図

ウレタン巻込み

▽FH

50

3
0

7070
10

60

円形側溝φ200

アングル平面図

540

1,990

内圏縁石（昇降式）側面図

3
0

3
0

9
3

5
0

10

2
0

8
0

540

105

185

微調整ボルト（M8）

10

内圏縁石（上下式）

540

受け脚部

185

内圏縁石昇降式）
▽FH

曲線

185 540 540 540 185

50 945 50945

1,990

60

1
1
6 3
1

3
0

5
6

3
0

2
5

アングル

微調整ボルト（M8）受け脚部固定板

R
3
7
,8

9
8

内圏縁石（昇降式）

30×10（ダブル）

8
0

内圏縁石（昇降式）断面図 S=1：10

兼用サークル清掃・塗装 水濠用バー交換砲丸投サークル清掃・塗装

砲丸落下域整備

令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

詳細図-2

全  13　葉 の内  9 号(    /    ）

内圏縁石整備



踏切板詳細図
仕様
重量 約63kg 
材質ステンレス 
備考排水パイプ左右交換可能 

ジャッキ付き 角材付き 手カギ付き 全天候用
蓋内部発泡材入り 緑レギュラートリム付き 施工補助板付き 

A A

S=1:10踏切板蓋詳細図（A-A断面）

S=1:10踏切板BOX詳細図（B-B断面）

1,220

15 1,190 15

9
53
0

押出パイプ

（A6063） 80

9
5

B B

1,220

200 820 200

50 50

8
0

3
0

5
0

S=1:10踏切板角材詳細図

踏切板（木製）

ウレタン舗装

ファール判定用ゴム板

角材

ゴム板受板

ジャッキ（SUS304）

4

1.5
100

1.5
200

4

311

S=1:10競技時施工参考図

1,220

200 200

手カギ穴

12

2
9
8

4
0

2
8
1

レギュラートリム
取付け

1,220

発泡材

1
8 5

1
51

0
0

8
2

1,225(内寸法)

1,241

1,324

3-φ30水抜き孔

4
4

3
0
3
(内

寸
法

)

3
1
1
(外

寸
法

)

3
9
1

8
303(内寸法)

8
2

1
4
1

L40×3ｔ

2
71

3
6 7
5

50

8

512 10

50

10 523

8

50

S=1:10

▽FH

2
1
8

2
0
0

1
1
8

1
0
01

8

既設砕石整正・転圧

コンクリート
21-8-25

溶接金網 150×150×φ6

踏切板ボックス

7

6
0
0

3
1
1

1
4
4
.5

4
2
0
0

1
0
0

1
4
4
.5

ファール判定粘土用ゴム板

1220×200×100
踏切板

平面図

1,420

1,220

1,22597.5 97.5

100100

既設排水施設へ接続

レーンライン

水抜きパイプVP30

レーンライン

踏切板

令和 ７ 年度施工年度

 笠松運動公園陸上競技場公認更新工事工 事 名

笠松運動公園陸上競技場路 線 名

那珂市向山1282-1工事箇所

図面種別

縮  　尺

図面番号

内容表示

詳細図-3

全  13　葉 の内  10 号(    /    ）



1
8

撤
去

ウレタン舗装撤去-2断面図 S=1:10

(踏切板ボックス新設部)

451.5 448.5

▽GL

ウレタン舗装撤去幅900×1,620

砂場内面まで
10m

ウレタン舗装

下地アスファルト舗装撤去断面図 S=1:10

(踏切板ボックス新設部)

351.5 348.5

▽GL

アスファルト舗装撤去幅 700×1,420

砂場内面まで
10m

100 100

撤去範囲を示す

撤
去

7
0

既設路盤

開粒度アスファルト

2
1
8

1
4
8

FH W.L▽

7
8
7

9
1
4

FH

1
2
7

3,660

（
男
子
）

127

1
2
7

水濠用バー撤去詳細図

側面図

正面図

S=1:30

障害物競走固定障害バー撤去

障害物競走固定障害バー撤去

既設路盤

密粒度アスコン（13）
粗粒度アスコン（13）

3
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標識タイル位置図 S=1:300
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凡 例

10000m走
5000m走

3000m走

300m走
200m走

100m走

3000SC

ラップタイム測定位置
3000m障害1000m,2000mの

1マイル走

110mハードル男子
100mハードル中学生女子
100mハードル一般女子

Lap
入 中 出 リレーゾーン

1mile

110H
100H（中）
100H

S スタートライン
全 全レーン共通

10000
5000

3000

300H

200

100

表 示 種  目 表 示 種  目

3000m障害物競走

300
300mハードル

800m走

メドレーリレー（1000m）
4×200mリレー

4×100mリレー
400mハードル

400R

MDR
800R

400H

800

400 400m走

4×400mリレー1600R

A D＋ ＋

C＋＋B＋

D'

400
S

400R

8
400H

30 30

C1

2

2-十字付きサラビス

（M3）

SUS304

FB30×2tを30×30に加工

サラモミ（深さ1.5）

スチールナットM3
M3タップ

標示タイル詳細図 S＝1:1

表記の説明
1)リレー種目
400R 3-1 中

レーン 1走から2走

4×100mリレー、3レーン、1走から2走への引継の中

2)400mハードル
400H 5-6

台目

400mハードル、5レーン、6台目のハードル

レーン

3)300mハードル
300H 3-2

台目

300mハードル、2レーン、3台目のハードル

レーン

注：300mハードルの表記は、施工時におけるマーキングと同一の表記とする。

1周 400m 9レーン　レーン幅 1.22
直線 L=80,000
曲線 R=37,898

陸上競技場

300mH標識詳細図

1-1
50

2
0

レーン台数

ライン

ビス

「※」は該当箇所を示す。

1レーン内側と9レーン外側にビスを設置、

及びレーンと台数をマークする。

S=1:1

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

●

● +
1
8
.
6
8
8

2
m
i
l
e
 
全
-
S

●

1500 1500m走

2000SC 2000m障害物競走

2000SC 全
-S,3000SC 1000Lap

① ②

①及び②のタイルは下図の表示とする。

入

800R

3-4

入

800R
1-2

400R
1

入

名　　称

数量表

寸法・規格 数  量 単位 備　考

11.0 枚

記　号

標識タイル撤去・新設

5.0● 標識タイル新設

SUS製
やり投げ助走路部 3枚
800R 8枚

▲

SUS製　1マイル、2マイル、欠損箇所 枚

1.0300ｍＨ標識・マーキング 式
皿ビス欠損部設置(SUS製ビス)
マーキングは全箇所とする

ビス欠損 5箇所

令和 ７ 年度施工年度
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色分項　　目 色分項　　目 色分項　　目 色分項　　目

白

白

（3-4）　出ラインはフィニッシュラインと平行とする

（3-4）入

青

緑
400mH

青
110mH

（女子）
100mH

黒
女子）
（中学
100mH

（合流点になる所）

100m、110mHスタート付近の破線

レーンライン・マーキング色分け標準表

２２．　やり投の助走路、円弧

２１．　走幅跳、三段跳の助走路

黒

２０．　棒高跳の助走路、支柱台

１８．　4×400mリレーのテーク・オーバー・ゾーン（2-3）・

青

１７．　4×400mリレーのテーク・オーバー・ゾーン（2-3）・

青

白

青

１５．　4×400mリレーのスタート

白

１２．　200０SC、300０SCのラップタイム用の位置

正三角形マーク（一辺の長さ100mm）とする 白

１０．　ハードルの位置

黄

緑

　８．　300０m、５０００mのグループスタートの末端

白

100m、110mHスタート付近の破線

　１．　トラック各レーン

　７．　ブレイクライン（Ｂ点）

2レーンから9レーン外側まで引く 緑

白

　６．　800mのスタートライン、4×400m（1-2）中

白

　３．　3,000mSCのスタートライン

　２．　100m、200m、300m、400m、1,500m、

110mHの各スタートラインとフィニッシュライン
白

１６．　4×400mリレーのテーク・オーバー・ゾーン
（1-2）　入・出

青

外側の水濠で最初の１周の第１障害物を移動するときの位置

１１．　障害物競走の移動障害物位置

１３．　4×100mリレー（３－４）中

　５．　4×100mリレーの（1-2）中、（2-3）中
（※200m、300mスタートラインと同じ）

緑

白

100mH（女子）、110mH、400mH

白

１９．　走高跳の支柱台

１４．　4×100mリレーのテーク・オーバー・ゾーン

黄

　９．　フィニッシュライン

フィニッシュライン手前のナンバーを塗布する

写真判定装置の使用のためにフィニッシュラインと

レーンが交差する部分のスタートラインに近い方の

端をそれぞれ黒で塗る
黒

白

黄

白

　４．　5,000m、10,000mのスタートライン

並びにグループスタートライン
白

障害物競走路の直走路と曲走路の境界

緑

　　　　100mH１台目、110mH２台目

　　　　100mH（中学女子）　　　　100mH（中学女子）

ハードル

100mH
ﾅﾝﾊﾞｰ

(女子)
黄

緑
400mH

青
110mH
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